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おわりに 
私が外国につながる子どもたちの教育に関心を寄せるようになったのは、以前の勤

務校で、教育工学がご専門の赤堀正宜先生に、ペルーの遠隔中学校に関する調査研究

に誘っていただいたことがきっかけでした。ペルーの標高4000mを超える高原や、砂

漠の果てにポツンと佇む漁村にある遠隔中学校を訪問し、満足な教材教具も整わない

中で勉強に励む子どもたちの様子を目の当たりにし、衝撃を受けたことをはっきりと

覚えています。その調査の後、今度はこの日本でも毎日の学習に困難を抱える外国に

つながりのある子どもたちが数多くいることを知り、自分にできることは何かと自問

した末に、実際に学習支援に携わるようになりました。 

かつて、“made in Japan”と言えば、その製品が日本製であり、同時に日本人が作

ったものを意味していたと思います。この言葉は今もなお高品質な製品の代名詞とし

て世の中に通用しているようです。しかし、今日の“made in Japan”の内、日本人だ

けが作ったものはどれほどなのでしょうか。私にはそれを確かめる術がありませんが、

恐らくはそのほとんどに外国人あるいは外国につながる人々が関わっているのでは

ないかと考えています。グローバル化の進展とともに、私たちの身の回りにはありと

あらゆる外国製品が溢れています。外国製のみならず、日本製の製品であっても、そ

こに多くの外国人が関わっています。もはや私たちの生活は外国人なしには成り立た

っていかないのです。かねてより日本社会では多くの職域で外国人が働いています。

かれらもまた日本社会を支え、生活しています。それは大人だけではありません。大

人に連れてこられたり、呼び寄せられたり、日本で生まれた子どもが日本社会で育っ

ています。かれらもまた、将来の日本社会を構成する重要な存在なのです。だからこ

そ、私たちの身近にいる外国人が普段どのような生活をしているのか、かれらが人間

として真っ当な生活と働き方ができているのか、もっとアンテナを立てておく必要が

あるのではないかと考えています。 

特に学校教育現場に立つ先生方は、子どもたち一人ひとりがどのような背景をもっ

て教室にいるのか、想像してみてください。そして先生方一人ひとりが外国につなが

る子どもたちにとっては日本社会の窓口であることを強く意識していただきたいと

思います。恐らく先生方の教室にいる外国人の子どもはとても大人しく、できるだけ

目立たないように過ごしているはずです。かれらはそもそも大人しい性格、というの

ではなく、目立つことをして自らの異質性が教室全体に知れ渡ってしまうことを恐れ

るために、できるだけにひっそりと過ごしているのです。授業中に分からないことが
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あっても、かれらはまず手を挙げません。分からなくても「分かりました」と答えま

す。そうした子どもたちに真っ先に「だいじょうぶ？」と声をかけてあげられるのは、

やはり学校の先生しかいないのです。先生方はかれらの一番身近な「大人」なのです。 

今回、本書の執筆・編集作業を通じて初めて、私は、外国人そして外国にルーツの

ある子どもの問題が日本の人口減少社会と密接にかかわっているということを強く

意識するようになったとともに、こうした子どもたちの教育問題を検討するうえで、

マクロな視野をもって検討することの重要性に改めて気が付かされました。 

日本における外国人比率は高くありません。量的にもマイナーな存在です。しかし

そうした人々が日本でしっかりとした教育を受けられ、将来に対する明るい展望を持

てるようにならなければ、大多数の日本人もまた、明るい将来の社会像を描けないの

ではないでしょうか。将来確実に人口が減少することが避けられないとすれば、その

中でいかに次の社会のあり方を構想するか、そのための知恵が今まさに問われている

と思います。本書はそうした議論にいくばくかの貢献ができるものと思っています。 

                               （角替弘規） 
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